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東市来町 湯之元にオープンしました！
広々とした駐車場で女性も安心です

患者さま一人ひとりにあった治療を提案させていただきます

急上昇するマイナンバーカードの価値



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
作

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
４
年
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
る
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
」。「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
作
る
こ
と
で
何

か
の
役
に
立
つ
の
か
」。

こ
の
こ
と
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
に
と
っ
て
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
９
月
現
在
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
全
国
交

付
数
は
約
１
８
０
０
万
枚
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
当

初
の
目
標
と
し
て
い
た
初
年
度

３
０
０
０
万
枚
に
も
大
き
く
届

か
な
い
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
流
れ
が

最
近
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本

市
も
取
り
組
ん
で
い
る
「
コ
ン
ビ

二
交
付
」
が
皆
様
に
実
感
し
て
い

た
だ
き
や
す
い
メ
リ
ッ
ト
の
一

つ
で
し
た
が
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に

加
え
て
、
広
報
ひ
お
き
８
月
号
で

お
伝
え
し
た
「
健
康
保
険
証
と
し

て
の
活
用
」。
そ
し
て
今
回
お
伝

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
「
消
費

税
増
税
に
対
す
る
消
費
活
性
化

策
」
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
活
用
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
動
き
に
よ
り
、
政
府

は
令
和
４
年
ま
で
に
ほ
と
ん
ど

の
国
民
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
取
得
す
る
と
い
う
見
込
み

を
立
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
今
後
さ
ら
に
活
用
す
る
政
策

を
打
ち
出
し
て
い
く
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。
政
府
と
し
て
社
会

基
盤
を
支
え
る
生
活
に
必
要
不

可
欠
な
も
の
と
し
て
活
用
に
舵

を
切
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

☆
本
市
で
も
注
目
し
て
い
る
「
消

費
活
性
化
策
」

今
後
さ
ま
ざ
ま
打
ち
出
さ
れ

る
政
策
の
中
で
も
現
在
注
目
さ

れ
て
い
る
の
が
「
消
費
税
増
税
に

対
す
る
消
費
活
性
化
策
」
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
今
年
10
月
に
消
費

税
が
10
％
に
な
っ
た
社
会
的
影

響
に
対
す
る
政
策
で
す
。

概
要
を
一
言
で
表
す
と
「
電

子
版
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
」
に
な
り
ま
す
。
民
間
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
に
一
定
金
額
を

前
払
い
し
た
場
合
、「
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ
る
プ
レ
ミ

ア
ム
ポ
イ
ン
ト
を
国
が
無
償
で

付
与
す
る
も
の
で
す
（
簡
単
な

仕
組
み
は
前
頁
右
下
参
照
）。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
持
し

て
い
る
こ
と
が
前
提
で
メ
リ
ッ

ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
今
後
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
所
持
し
て
い
る
方

に
対
し
て
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
政
策

が
打
ち
出
さ
れ
て
い
く
可
能
性
が

高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

☆
急
上
昇
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
価
値

「
全
省
庁
が
協
力
し
、
よ
り
一

層
本
気
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
た
政
策
に
取
り
組

み
た
い
」。
こ
れ
は
先
月
東
京
で

行
わ
れ
た
講
演
で
国
の
関
係
者

が
話
し
て
い
た
言
葉
で
す
。「
健

康
保
険
証
と
し
て
の
活
用
」「
消

費
活
性
化
策
へ
の
活
用
」
へ
と
動

き
出
し
て
い
る
中
、
非
常
に
説
得

力
の
あ
る
言
葉
で
あ
り
、
今
後
も

力
を
入
れ
た
政
策
が
打
ち
出
さ

れ
て
い
く
こ
と
を
予
感
さ
せ
る

も
の
で
し
た
。
本
市
と
し
て
も
政

府
の
動
き
に
遅
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
最
新
の
状
況
を
お
伝
え

し
て
い
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行

開
始
か
ら
４
年
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
価
値
が
急
上
昇
し
て

い
ま
す
。

マイナンバーカード
の

価 値

消費活性化策への活用決定!!
急上昇する

日置市最新IoT情報局!!
LINEチャットボット試作版完成!!

広報ひおき８月号でお伝えした「ひおき LINE サポート 24」。市民の皆様から頻
繁にお問い合わせのある質問をAI に学習させ、皆様からの質問に対して自動的に
答えるサービスです。８月号では構築中との記事を書きましたが、10月に遂に試
作版が完成しました。10月中旬に行われた職員を集めた研修会でお披露目し、現
在実際に職員に利用してもらい改善点などを集めているところです。
主な機能としては４つ。「お問い合わせ」「ごみの分別」「イベント・施設検索」「休
日当番医」になります。一つ具体的にお伝えしますと「お問い合わせ」では、子
育て分野、暮らし分野、マイナンバーカード分野が中心になっており、分野を選
択して知りたい質問を LINE に書き込みしていただくと、AI が判断して自動的に
質問に対する回答を返信する仕組みになっています。さらに英語、韓国語、中国語、
ベトナム語などの言語にも対応しております。
サービスは今年度中に皆様にお届けすることができるよう鋭意改善中です。他
の機能のご紹介も含め、また随時広報紙にて情報をお伝えしていきます !!

試作版の実際の LINE 画面→
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■
範
囲
が
広
い
「
関
係
人
口
」

観
光
の
リ
ピ
ー
タ
ー
か
ら
出
身
者
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
納
め
て
く
だ
さ
る
方

ま
で
、文
字
通
り
「
関
わ
り
の
あ
る
方
々
」

と
い
う
広
い
範
囲
で
の
人
口
を
「
関
係

人
口
」
と
呼
び
【
図
】、
新
た
な
地
域
づ

く
り
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
視
点

移
住
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
昨
今
、

移
住
し
て
か
ら
理
想
と
現
実
の
違
い
に

気
付
き
、
早
々
に
帰
っ
て
し
ま
う･･･

そ

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
全
国
で
多
発
し
て

い
ま
す
。
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
意
味
で

も
、
移
住
す
る
前
に
地
域
と
な
ん
ら
か

の
関
係
性
を
築
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
、
関
係
人
口
創
出
は
移
住
定
住

施
策
の
重
要
な
視
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
出
身
者
と
い
う
関
係
人
口

東
京
で
の
移
住
イ
ベ
ン
ト
が
近
年
盛

ん
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
は
「
甲

冑
」「
島
津
の
旗
」
と
い
う
出
で
立
ち
で
、

説
明
せ
ず
と
も
「
戦
国
島
津
ゆ
か
り
の

地
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
つ
つ
、「
立
地
」

「
環
境
」
等
説
明
を
す
る
ス
タ
イ
ル
を
貫

い
て
い
ま
す
。

来
場
者
の
中
に
は
「
妙
円
寺
詣
り
」

と
懐
か
し
む
方
も
お
り
、
出
身
者
な
ど

を
手
繰
り
寄
せ
る
こ
と
に
効
果
を
発
揮

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
月

２
回
も
本
市
を
訪
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
と

な
り
、
ふ
る
さ
と
に
思
い
を
馳
せ
る
方

も
現
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
出
身
者
と
地
域
が
何

ら
か
の
つ
な
が
り
・
関
係
を
構
築
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本
市
へ
の
「
思
い
」

を
呼
び
覚
ま
す
こ
と
が
で
き
る
と
手
応

え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

■
関
係
づ
く
り
は
「
人
づ
く
り
」

移
住
促
進
を
考
え
る
場
合
、
一
番
の

ポ
イ
ン
ト
は
「
人
」
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
場
所

に
移
住
し
た
方
の
話
を
聞
け
ば
、
決
定

的
だ
っ
た
の
は
、「
人
」。
あ
の
人
が
い

た
か
ら･･･

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

ど
ん
な
人
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
築

け
る
か･･･

。
市
施
策
の
重
要
な
視
点
だ

と
考
え
ま
す
。

■
滞
在
場
所
に
よ
る
関
係
づ
く
り

空
き
家
改
修
を
行
い
、
吹
上
町
永
吉

地
区
で
レ
ス
ト
ラ
ン
兼
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

を
営
む
脇
正
三
さ
ん
。
本
人
も
全
国
を

旅
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
趣
味
も
相
ま
っ

て
、
全
国
に
い
る
旅
好
き
の
仲
間
や
日

置
市
を
知
ら
な
い
人
に
た
く
さ
ん
泊

ま
っ
て
も
ら
お
う
と
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

を
オ
ー
プ
ン
。

今
で
は
、
日
置
市
の
魅
力
も
発
信
し

つ
つ
、
移
住
希
望
者
の
相
談
に
も
乗
る

「
関
係
づ
く
り
の
場
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
に
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
移
住
場
所

探
し
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
関
係
づ
く
り

現
在
、
東
市
来
町
美
山
に
て
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
移
住
し
て
き
た

伊
藤
明
子
さ
ん
。
伊
藤
さ
ん
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
な
る
前
は
、
美
山
の

朝
マ
ル
シ
ェ
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

関
わ
り
続
け
て
い
ま
し
た
。
東
京
と
日

置
市
を
行
き
来
す
る
「
関
係
人
口
」
の

一
人
。
き
っ
か
け
は
鹿
児
島
発
の
移
住

イ
ベ
ン
ト
「
移
住
ド
ラ
フ
ト
会
議
」。
美

山
の
方
々
・
地
域
の
雰
囲
気
に
引
か
れ
、

行
き
来
す
る
う
ち
に
マ
ル
シ
ェ
ス
タ
ッ

フ
と
な
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採

用
に
伴
い
移
住
し
て
い
ま
す
。

■
関
係
人
口
創
出
の
今
後

全
国
の
各
自
治
体
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
開
始
し
て
お
り
、「
登
録
制

度
」
を
創
設
す
る
も
の
や
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
を
絡
め
る
も
の
な
ど
多
種
多
様

な
モ
デ
ル
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
「
滞
在
場
所
」
と
「
イ

ベ
ン
ト
」
に
よ
る
関
係
づ
く
り
を
参
考

に
、
今
後
、
日
置
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
関

係
人
口
創
出
策
を
研
究
・
検
証
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

重
要
な
こ
と
は
「
日
置
市
に
関
わ
る

方
々
」
と
「
良
い
関
係
」
を
丁
寧
に
構

築
す
る
こ
と
。

市
民
の
み
な
さ
ん
！
市
外
住
民
と
の

「
良
い
関
係
づ
く
り
」
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
！

▲【図】「これからの移住・交流のあり方に関する検討会」報告書概要版より

【関係人口イメージ図】

▲国内最大級の移住イベント参加時

総
務
省
は
「
こ
れ
か
ら
の
移
住
・
交
流
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」

の
報
告
書
を
平
成
30
年
１
月
26
日
に
公
表
。
こ
の
中
で
「
都
市
住
民
の
移

住
願
望
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
段
階
的
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
地
域
と

の
多
様
な
交
流
の
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
が
有
効
」
と
し
、
地
域
と
多
様

に
関
わ
る
者
、
い
わ
ゆ
る
「
関
係
人
口
」
の
創
出
が
移
住
定
住
施
策
・
地

方
創
生
の
重
点
事
項
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

全
国
の
自
治
体
で
取
組
み
の
研
究
が
始
ま
る
中
、本
市
に
お
い
て
も
「
関

係
人
口
創
出
」
の
有
効
な
手
法
と
可
能
性
の
検
証
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

▲脇さんのゲストハウス「R270」

▲美山の朝マルシェスタッフとして（協力隊になる前）

▲今年７月に着任された伊藤さん（左から２人目）

▲オープンイベント時の脇さん

「移住定住と地方創生のキーワード」

ご存じですか？関係人口
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これであなたも日置通!

グラウンドに集まる大勢の観客

秋の夜長に光と花火と音楽と
第６回ひおき秋祭り花火大会

10/19

秋晴れの下、尾木場の棚田（東市来町高山）で稲刈り体験が
行われました。この取り組みは農村と都心部の交流人口を増
やそうと始まったもので、今年で16回目。市内外から6組70
人が参加しました。

日頃、体験することができない自然の中で、参加者は秋の実り
を感じるように手鎌で一株一株丁寧に稲を刈り取っていました。

鹿児島市から参加した小学校６年生の田代大晴君（12歳）
は「自分で収穫したお米を食べるのが待ち遠しいです」と話し
ました。

1時間半程度の作業を終え、参加者は公民館に場所を移
し、地元野菜たっぷりの豚汁とおにぎりを堪能しました。

収穫した稲は、後日脱穀を行い、参加者に配付されます。

自分たちで刈った稲を干す参加者

「めだかと棚田の里」で、稲刈り体験
第16回尾木場めだかの里米作り体験（稲刈り体験）

10/20

10月の秋晴れの下、日吉地域豊年相撲大会が行われま
した。高校生による招待相撲から始まり、小学生の個人
戦、地域別の団体戦、中学生の個人戦が行われました。昼
食時間には、恒例の初っ切りや赤ちゃんの土俵入りも行わ
れました。水入りをはさんで10分以上とりあい引き分けと
なった名勝負もあり、大変盛り上がりました。丸野一咲君
は、「疲れたけど、楽しかった。来年も出場したい」と話しま
した。

行司の軍配、さあどちらに

白熱した豆力士の相撲
日吉地域豊年相撲大会

10/20

日吉学園校舎増築工事の安全祈願祭が行われ、市長･市
教育長･市議会議長と市議会議員･建設業者および関係者
約40人が工事の安全を祈願しました。日置市立日吉学園は
日置市で初めての取り組みとなる小中一貫義務教育学校
であり、地元の意向を踏まえ設置する日吉学園はその校名
も公募して決定しました。校舎の増築工事は、現在の日吉
中学校敷地で令和３年４月１日の開校に向けて来年度にわ
たって行われます。

工事の安全を祈願

子どもたちの学び舎の工事の安全を祈って
日吉学園校舎増築工事安全祈願祭

10/21

第６回ひおき秋祭りが日吉中学校グラウンドで開催さ
れ、バザーやステージショーなどで盛り上がりました。
1500枚用意した抽選券は完売し、グラウンドは多くのお
客さんでにぎわいました。日置市商工会青年部長の鉾谷
さんは「年度始めから準備を進めてきた。天気が晴れてよ
かった。年々参加者は増えていて本当にありがたい」と話
しました。メインイベントである打ち上げ花火は、音楽に合
わせてレーザーと花火が夜空を彩り、いつもと一味違う花
火大会に観客たちも魅了されました。

たい  せい

いっさ

しょっきり

これであなたも日置通!

夢中になって実を収穫する様子

広がるオリーブの輪
オリーブ収穫祭

9/28

吹上町の永吉で永吉小学校、花田小学校、和田小学校
の児童82人が３校合同稲刈り体験を行いました。４カ月前
に田植えをした稲は、７月の豪雨や台風の被害を乗り越え
て、たくさんの穂をつけ、子どもたちは１束ずつ丁寧に収穫
しました。和田小学校２年生の髙見萌栞さんは「おうちの稲
刈りは機械なので、鎌は使わない。去年より上手にできて
楽しかった」と話しました。収穫した稲は、天日干しで乾燥
した後、給食で振る舞われる予定です。

鎌で刈り取った稲を束ねて竹に掛けて乾燥させます

実りの秋
３校合同稲刈り体験

10/10

九州各県の水道事業者が災害時の連携を確認する「第７
回日本水道協会九州地方支部合同防災訓練」が10月9日・
10日の２日間、鹿児島市の平川浄水場などを会場として開
催されました。
日置市上下水道課からの応援隊は、鹿児島市内の小学
校において応急給水訓練を行い、給水車から児童に配布し
た非常用給水袋に水を入れる活動を行いました。
訓練後児童の代表は、「水は大切なもの。お母さんにも教

えてあげたい」と話しました。

給水袋の使い方を指導する日置市職員(鹿児島市立谷山小学校)

水道災害、広域連携を確認
―　九州地域水道合同防災訓練　―

10/9

吹上町田尻の中島常楽院で妙音十二楽が行われました。
今から約800年前、鎌倉幕府が開かれた頃、京都から薩
摩に来た宝山検校によって妙音十二楽は伝えられました。
もともと南九州各地の盲僧たちによって、琵琶、笛、太鼓な
ど８種類の楽器で演奏されていましたが、現在では吹上町
田尻の中島常楽院のみで行われています。その中島常楽
院でも、後継者不足から、今年が最後の演奏となってしま
いました。最後の演奏を惜しむ声も聞かれましたが、訪れ
た人たちは幽玄な音色に聞き入っていました。

妙音十二楽の演奏の様子

800年続く妙音十二楽
惜しまれながら最後の演奏

10/12

東市来町湯田のオリーブ農園において、オリーブ収穫祭
が行われました。会場には一般に公募した幼い子から年配
の方といった幅広い年齢層の参加者約70人が訪れ、楽し
みながら実を一つ一つ収穫していました。
吹上から参加した栄養士の窪園遥奈さんは「日置市が
始めたオリーブ事業に興味があって参加しました。オリー
ブは高級なイメージがあるので、身近なものとして広まる
よう応援してます」と話しました。
この純日置市産のオリーブオイルは11月１日から鹿児
島オリーブで販売されています。

ほのか
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観光大使として、日置市を市内外にＰＲしていただく「ひおきＰＲレディ」
第８代ひおきＰＲレディが２年間の任期を終え、この 10月から新しいメンバーで日置市をＰＲしていきます。
そんな第９代ひおきＰＲレディの皆さんを紹介します。

名前：
年齢：
出身：
職業：
特技：
●自己ＰＲ●
　生まれ育った日置市を県内外
たくさんの方に知ってもらって、
足を運んで頂けるように自分自
身が魅力を発見し、そして発信
していけるように頑張ります。
　そして日置市を盛り上げて参
りたいと思います。よろしくお
願いします。

名前：
年齢：
出身：
職業：
特技：
●自己ＰＲ●
　日置市に来て 11 年目。今ま
でいろいろなところで日置市の
魅力をＰＲしてきました。
　遅咲きですが、これからはＰ
Ｒレディとして日置市のいいと
ころを国内外にたくさん伝えて
いきたいと思います。
　国際交流員、テレビリポーター、
高校韓国語講師などの経験を生か
して一生懸命頑張ります。

梅木 梨花
21 歳
伊集院
店員
ダンス

李 濬京
37 歳
韓国
自営業
英語･料理

リ ジュンギョン

名前：
年齢：
出身：
職業：
特技：
●自己ＰＲ●
　私の大好きな日置市が、よ
り多くの方にとっての大好き
な場所になって欲しいという
想いで応募しました。
　ＰＲ活動を通して、私自身
の日置市愛も深めつつ、自分
の声や言葉で日置市の魅力を
県内外に発信していきたいで
す。笑顔で楽しく頑張ります。
よろしくお願いします。

上野 莉奈
20 歳
伊集院
大学生
弓道

ウエノ リ　ナウメキ リ　カ

ひおきＰＲレディ第９代

左から梅木さん、上野さん、李さん

ご存じですか？償却資産（固定資産税）
★　「償却資産」ってなに？

　土地・建物以外の事業のために使用している機械や設備などの資産のことで、固定資産税の対象となり
ます。日置市内に償却資産を所有している方は、毎年１月１日現在の所有状況をその年の１月31日までに
申告していただく必要があります。
　なお、申告した償却資産の課税標準額の合計が 150万円に満たない時は課税されません。

◆　申告する必要がある方
一般企業のほかに、工業や商業、飲食店、医業、農業などの個人事業主も対象です。

◆　申告の対象となる資産
事業のために使用する構築物や機械及び装置、器具、備品などが対象です。

◆　申告の必要がない資産
・耐用年数が１年未満のもの
・取得価額が 10万円未満の資産で、確定申告時に償却資産として計上しないもの
・リースにより使用しているもの（リース会社が課税の対象事業者となります。）
・自動車税・軽自動車税が課税されているもの
・日置市外の市町村に有するもの（資産が所在する市町村へ申告してください。）

◆　申告の方法
昨年までに申告をしたことがある方には、申告用の書類を12月中旬に郵送します。
今回初めて申告される方は、お問い合わせください。

　確定申告の時に行う「減価償却費の計算」は、税控除を目的に申告するもの
で、課税を目的とする固定資産税の「償却資産申告」とは異なります。事業用
で使用している資産がありましたら、必ず償却資産（固定資産税）の申告をお
願いします。

【お問い合わせ先】
本庁税務課固定資産税１係	 TEL	099-248-9412
東市来支所地域振興課市民税係　TEL	099-274-2436

日吉支所地域振興課内固定資産税２係　TEL	099-292-2033
吹上支所地域振興課市民税係	 TEL	099-296-2257

【償却資産の具体例】

共 通 パソコン、コピー機、応接セット、看板、路面舗装、太陽光発電設備、
空調設備、外灯照明設備、受変電設備　など

飲 食 業 厨房設備、冷凍冷蔵庫、カラオケセット、レジ　など

小 売 業 陳列棚、陳列ケース（冷蔵・冷凍）、日よけ、レジ　など

医業、獣医業等 レントゲン装置、手術機器、ベッド、調剤機器、椅子　など

理 美 容 業 理・美容椅子、洗面設備、サインポール、タオル蒸し器　など

不動産貸付業 門扉・塀・緑化設備などの外構工事、ごみ集積ボックス　など

農 業 農業用機械、ビニールハウス、家畜用設備　など

チェック！
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ひおき歴史街道
№９

　関
ヶ
原
の
戦
い
で
、
島
津
義
弘
の
窮
地
を

救
っ
た
人
物
の
一
人
に
、
山
田
有
栄
（
昌
巌
）

が
い
ま
す
。
日
置
市
日
吉
町
山
田
は
、
そ
の
有

栄
の
生
誕
地
と
さ
れ
る
地
で
す
。
同
地
は
、
文

治
年
間
（
１
１
８
５

－

８
９
）
に
山
田
家
初
代

有
実
（
有
貫
と
も
）
以
来
の
支
配
地
で
、
同
家

は
こ
の
地
名
か
ら
山
田
氏
を
名
乗
っ
た
と
さ
れ

ま
す
。
こ
の
地
に
は
、
同
家
の
拠
点
「
山
田
城
」

跡
が
あ
り
、
そ
の
一
角
に
は
「
山
田
昌
巌
翁
誕

生
之
地
」
碑
や
「
山
田
昌
巌
母
堂
の
墓
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
付
近
の
岩
屋
観
音
（
市

指
定
史
跡
）
な
ど
に
は
山
田
家
歴
代
先
祖
の
墓

も
あ
り
ま
す
。

　岩
屋
観
音
に
は
、
有
栄
誕
生
に
ま
つ
わ
る
話

も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
有
栄
の
母
（
町
田
忠
豊

の
娘
）
は
、
岩
屋
観
音
に
毎
晩
丑
の
刻
参
り
を

し
、
我
が
身
に
代
え
て
子
を
授
か
る
よ
う
祈
願

し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
夜
、
母
の
枕
元
に
観
音

菩
薩
が
現
れ
、
願
い
を
聞
き
届
け
る
と
の
お
告

げ
が
あ
り
、天
正
６
年（
１
５
７
８
）７
月
３
日
、

有
栄
が
無
事
誕
生
し
ま
す
。
し
か
し
、
母
は
産

後
15
日
後
、
祈
願
の
と
お
り
亡
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
当
時
、
新
納
院
高
城
（
宮
崎
県
木

城
町
）
城
主
だ
っ
た
父

　有
信
は
、
耳
川
の
戦

い
（
高
城
合
戦
）
の
最
中
。
豊
後
大
友
氏
の
大

軍
に
城
を
包
囲
さ
れ
な
が
ら
、
有
栄
誕
生
の
知

ら
せ
に
、
大
変
喜
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
な
お
、

有
信
は
、
こ
の
耳
川
の
戦
い
の
み
な
ら
ず
、
豊

臣
秀
吉
の
九
州
征
伐
で
も
、
わ
ず
か
な
兵
で
こ

の
城
を
二
度
に
わ
た
り
死
守
し
ま
し
た
。

　し
か
し
、
天
正
15
年
、
島
津
家
は
秀
吉
に
降

伏
。
ま
だ
10
歳
の
有
栄
は
人
質
に
出
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
朝
鮮
出
兵
（
文
禄
・
慶
長
の
役
）
に

参
戦
し
、
そ
の
功
績
か
ら
、
慶
長
３
年
（
１
５

９
８
）、弱
冠
21
歳
で
福
山
郷
（
霧
島
市
福
山
町
）

地
頭
と
な
り
、
翌
年
も
庄
内
（
宮
崎
県
都
城
市

等
）
の
乱
の
平
定
に
尽
力
し
ま
す
。
同
５
年
の

関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
、
薩
摩
か
ら
わ
ず
か
な
が

ら
福
山
衆
ら
32
人
で
義
弘
の
も
と
へ
駆
け
つ

け
、
敵
に
取
り
囲
ま
れ
た
義
弘
を
救
い
、
活
躍

し
ま
し
た
。

　敵
中
突
破
後
の
義
弘
一
行
は
、
落
ち
武
者
狩

り
や
飢
え
に
苦
し
み
ま
す
。
あ
る
村
で
食
糧
を

分
け
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
一
行
の
軍
資
金
は

底
を
つ
い
て
お
り
、
そ
の
謝
礼
が
で
き
ま
せ
ん
。

踏
み
倒
し
を
主
張
す
る
家
臣
も
い
る
中
、
有
栄

は
、
自
分
の
金
造
り
の
太
刀
の
鞘
を
外
し
、
こ

れ
を
代
金
と
し
て
村
人
に
差
し
出
し
た
と
い
い

ま
す
。
そ
の
後
、
義
弘
ら
と
薩
摩
へ
無
事
帰
国

し
、
そ
の
戦
功
を
賞
し
て
、
２
０
０
石
が
加
増

さ
れ
ま
し
た
。

　寛
永
６
年
（
１
６
２
９
）
に
は
、出
水
郷
（
出

水
市
）
地
頭
、
ま
た
、
同
13
年
に
は
家
老
と
な

り
ま
す
。
出
水
で
は
、
名
地
頭
と
し
て
知
ら
れ
、

藩
境
地
域
に
お
け
る
「
出
水
兵
児
」
と
い
う
精

強
な
武
士
団
を
育
成
し
ま
し
た
。
寛
文
８
年（
１

６
６
８
）、
91
歳
で
亡
く
な
り
、
墓
も
出
水
市

に
残
っ
て
い
ま
す
。

【
参
考
図
書
・
史
料
】「
本
藩
人
物
誌
」
鹿
児
島
県
史
料

集
13
（
鹿
児
島
県
立
図
書
館
）、『
日
吉
郷
土
誌
』
上
・

下
巻
（
旧
日
吉
町
）、『
鹿
児
島
県
史
料
』
旧
記
雑
録
後

編
３
（
鹿
児
島
県
）、
桐
野
作
人
氏
『
関
ヶ
原
　
島
津

退
き
口

－

敵
中
突
破
三
〇
〇
里
』（
学
研
新
書
）、
同
氏

『
さ
つ
ま
人
国
誌
』戦
国
・
近
世
編
１（
南
日
本
新
聞
社
）。

※

文
中
の
年
齢
は
数
え
年
で
す
。

｢敵中突破の一番手柄　山田昌巌の生誕碑」

「私のオススメの本を紹介します」
　アンニョンハセヨ（こんにちは）！国際交流員の安です。「本は心の栄養」と言いますよね。
今回は心を豊かにする韓国文学にふれたいと思います。
　韓国映画やドラマは以前から日本に紹介されてきましたが、文学は近年になって注目さ
れ、日本でも翻訳書が出るようになりました。本は日本語に訳すことによって日本の読者に
馴染みのある姿に変わります。表紙が変わり、横書きは縦書きになり、そして翻訳者の訳注
が付きます。読者は数行の説明のおかげで、内容はもちろん、異国の社会や文化について知
ることができます。映画やドラマで韓国に興味を持ったなら、翻訳書を読めばさらに深く知
ることができるのではないかと思います。

　日本で出版された本は主に韓国で大きく人気を得た作品です。近年のものが中心になっていますが、昔の名作も再度
注目されつつあります。みなさんがたくさんの韓国文学に出会うことを期待して、私のオススメの本を紹介します。

安熙媛　　　　　　
韓国出身
（アン・ヒウォン）さん

『世界の果て、彼女』

●著者 : キムヨンス／●出版社：クオン
現代韓国を描いた７つの短編集

『朝鮮短編小説選 ( 上・下 )』

●翻訳者 : 大森益夫 他２名
●出版社：岩波書店
韓国を代表する近代作家たちの短編集

『クモンカゲ 韓国の小さなよろず屋』

●著者 : イ・ミギョン ●出版社：クオン
韓国の小さな商店「クモンカゲ」の風景とエッセイ

『空と風と星と詩』

●著者 : 尹東柱 ( ユン・ドンジュ ) ●出版社：岩波書店
韓国の代表的な民族詩人｢尹東柱｣の遺稿詩集。

《小説》
《小説》

《絵本》 《詩集》

「山田昌巌翁誕生之地」碑
（日吉町山田）

岩屋観音（日吉町山田）
市指定文化財（史跡）

あ
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こ

行政改革
～平成 30 年度の取り組みについて～

市では、少子高齢化の進行に伴う人口減少社会を見据えた持続可能な行政経営の確立を目指して、第３次行政改革

大綱（計画期間：平成 28～令和２年度）を策定しています。大綱に基づき行政改革を計画的・効果的に進めるため、

33 項目の具体的な行動計画（アクションプラン）を掲げて行政改革に取り組み、毎年その取組実績を評価・検証して

います。

今回、行政改革推進委員会（識見を有する方、公共的団体や地元企業の代表者、公募で選ばれた方など10人で構成）

において、行動計画の進ちょく状況を評価（検証）しましたので、その結果や効果額などにつきまして、お知らせします。

※各項目のアクションプランの取り組み内容及び実績などの詳細は、市ホームページをご覧ください。

平成 30 年度の取り組みの主な内容

具体的方策別の評価項目数
評価度

基本的方策

計画より早く
進んでいる

計画どおり
進んでいる

計画より少し
遅れている 未　着　手 計 取組内容の一例

１  持続可能な 
財政運営の推進 １ ８ ５ ― １４

・財政健全化計画に基づく適切な財政運営
・未利用財産等の有効活用・処分
・内部管理経費の縮減
・市税等収納率の維持向上と納付機会の拡大

２  公共施設 
マネジメントの推進 ― ３ ２ ― ５ ・公の施設における指定管理者制度の導入推進

・公の施設の民間移管の推進

３  簡素で効率的な行政 
経営及び職員の育成 ３ ５ ― ― ８

・ 住民票等諸証明のコンビニエンス・ストア交付の
導入

・職員定員管理計画の策定及び公表
・効率的・機能的な組織機構の構築

４  共生・協働による 
まちづくりの推進 ― ６ ― ― ６ ・日置市協働サポーターの設置

・地区公民館を中心とした協働による地域づくり

合　計 ４ ２２ ７ ― ３３

○財政健全化計画の進行管理
○未利用財産の処分（土地35筆、建物４棟）
○ペーパーレス会議システムの本格活用
○	行政評価による補助金の見直し結果の予算
反映
○	個人番号カードを活用した住民票等諸証明
のコンビニ交付運用の推進
○	権限移譲事務の重点項目（農事組合法人の
設立、定款変更等の届出の処理等）の受入
○職員数の削減（前年度より６人削減）
○	効率的・機能的な組織機構の構築のための
市役所組織改革の実施
○第４期地区振興計画への策定支援

アクションプランに基づく行政改革効果額
（単位：千円）

アクションプラン項目
平成 30 年度までの実績

目標額 効果額

未利用財産等の有効活用・処分 30,000 56,315

債権管理の適正化 75,000 58,842

職員定員管理計画の策定及び公表 106,542 142,056
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軽
や
か
な
羽
も
つ
こ
と
の
叶
は
ぬ
身

秋
天
の
星
に
ふ
と
吸
は
れ
ゆ
く

福
田
る
り
子

流
れ
行
く
小
川
の
水
を
見
つ
め
つ
つ

水
に
流
せ
し
交
々
想
ふ

迫
田
敏
恵

よ
ろ
め
き
を
目
眩
と
い
わ
れ
掌
に

の
せ
る
薬
の
ま
た
一
つ
増
ゆ

町
田
和
子

凌
ぜ
ん
の
朱
の
花
群
た
ゆ
と
う
よ

垣
根
越
え
出
で
所
在
無
き
げ
に

池
上
久
代

潮
満
ち
ぬ
い
ざ
船
出
せ
む
暁
の

光
は
波
の
上
を
疾
れ
り

橋
本
仁
子

東
市
来
か
ん
な
短
歌
会

台
風
禍
文
明
社
会
の
不
自
由
さ

寺
園
眞
知
子

か
ま
き
り
の
威
嚇
ポ
ー
ズ
に
一
歩
引
く

木
下
広
子

名
月
の
鯨
の
形
の
雲
に
乗
る

種
田
隆
一

伊
集
院
俳
句
会

逆
し
ま
に
樹
の
影
沈
む
池
の
面
に

湧
水
あ
る
ら
し
光
さ
ざ
め
く

堀
苑
美
代
子

日
吉
短
歌
会

日 

置 

市

文
化
協
会

（
氏
名
敬
称
略
）

肥
満
女
房
相
当
な
覚
悟
ん
ダ
イ
エ
ッ
ト

門
松
ひ
と
っ
葉

相
当
な
こ
っ
土
手
ん
草
刈
ゆ
嘆
っ
母
親

高
柿
め
だ
か

一
年
生
相
当
い
慣
れ
た
か
楽
し
言
っ

宮
下
和
千

旨
め
話
す
他
人
て
言
筈
じ
ゃ
無
ち
勘
ぬ
し
っ

入
来
院
彦
六

美
人
の
脇
き
飲
み
会
や
沢
山
集
っ
来
っ

平
田
素
麺

何
ゆ
食
て
ん
旨
め
で
味
見
に
ゃ
向
か
ん
舌

前
田
一
天

喧
嘩
ど
ま
肴
じ
ゃ
い
態
ん
可
笑
し
夫
婦

上
之
園
文
人

考
げ
過
ぎ
他
人
ん
噂
で
気
が
狂
っ

益
満
冗
男

太
鼓
踊
い
矢
旗
ん
揺
い
添
ゆ
い
風

馬
場
千
貫

さ
つ
ま
狂
句

ゆ
す
い
ん
・
ど
ん
こ
会

吹
上
さ
ざ
な
み
会

短
歌

　俳
句

　さ
つ
ま
狂
句

て

短

　歌

俳

　句

咲
い
て
良
し
散
る
も
又
良
し
山
茶
花
よ

大
迫
一
弘

核
兵
器
無
き
日
を
願
う
蝉
し
ぐ
れ

米
丸
節
子

肩
並
べ
気
持
高
ま
る
花
野
原

横
山
映
子

日
吉
町
俳
句
会

虫
籠
の
前
が
定
位
置
盲
犬

末
廣
多
美
子

デ
イ
ケ
ア
の
友
と
笑
い
の
曼
殊
沙
華瀬

川
ナ
ル

東
市
来
奴
草
俳
句
会

し
き
な
み
短
歌
会

母
の
日
に
昔
の
日
々
を
想
い
出
す

つ
く
ろ
い
物
す
る
亡
き
母
の
姿
を室

之
園
邦
明

み
そ
汁
の
一
杯
に
込
も
る
幸
せ
を

夫
と
味
わ
う
春
の
ひ
と
朝

元
吉
ま
き
子

夏
草
や
日
照
り
に
も
負
け
ず
ひ
た
す
ら
に

成
長
続
く
夜
も
休
ま
ず

青
木
次
子

な

し
お
け

じ
ょ
じ
ょ

飯
牟
礼
さ
つ
ま
狂
句

や
ば
た ず

め
ま
い

ほ

ち
ゅ

ま
い
り
路
眼
下
に
う
ね
る
黄
金
波松

下
ヨ
シ
子

し
ゃ
ん

ず
ば
っ

ぼ
や

い
っ
ね
ん
せ

ふ

お

か
ん

お
ど

そ

こ
も
ご
も

な
り

め
し
い

こ
が
ね

う

ひ

だ
ん
べ

か
っ
ご

ひ

こ

て
の
ひ
ら

は
し

さ
か

の
う

あ
け

ゆ

は

ね

わ

か

た
か

き

く

う

あ
っ
み

か

か

じ
ょ
じ
ょ

べ

か

は

じ
ょ
じ
ょ

か

み

と

と

ゆ
れ

国体通信

《各地域運動会で「ゆめ～KIBAIYANSE～ダンス」が披露されました》
令和初の地域運動会が、10月13日（日）に各地域で開催され、マスゲームでは来年開催されるか

ごしま国体・かごしま大会のイメージソング「ゆめ～ＫＩＢＡＩＹＡＮＳＥ」に合わせたダンスが披露
されました。
当日は晴天に恵まれ、伊集院地域では陸上スポーツ少年団「チェスト」の皆さんと「ひお吉くん」

も登場し、参加された皆さんと一緒に楽しく踊りました。

また、幼児演技などに参加した幼児の皆さんには参加賞として国体用にデザインされた折り紙を
プレゼントさせていただきました。
いよいよかごしま国体開催まで、１年を切りました。今後もさまざまなイベントで
ＰＲ活動を行いますので、皆さんも是非お越しください。
　「燃ゆる感動かごしま国体」をみんなで盛り上げましょう！！

燃ゆる感動かごしま国体日置市実行委員会ＨＰ＆ＳＮＳを開設中！
タイムリーな情報を随時アップしますので、是非ご覧ください。

実行委員会HP facebook InstagramTwitter

国体を一緒に成功させよう！

ボランティア募集中！ 協賛企業・団体募集中！

詳しくは市実行委員会HPで確認を！

東市来地域東市来地域

日吉地域日吉地域

伊集院地域伊集院地域

吹上地域吹上地域
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※市役所各課の電話番号は全て直通になっています。
　お掛け間違いのないようお気を付けください。

広報 ひおき伊
作
流
鏑
馬
の
開
催
に
つ
い
て

鹿
児
島
県
指
定
無
形
文
化
財
の
伊
作
流

鏑
馬
が
大
汝
牟
遅
神
社
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。

日
時　
11
月
23
日
㈯
正
午
か
ら

場
所　
大
汝
牟
遅
神
社
前（
吹
上
町
東
宮
内
）

《
流
鏑
馬
行
事
体
育
大
会
》

日
置
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
学
校
の

選
手
も
多
く
参
加
す
る
体
育
行
事
で
す
。
皆

さ
ま
の
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
11
月
23
日
㈯
午
前
９
時
30
分
競
技

開
始
（
弓
道
は
午
前
９
時
か
ら
）

場
所

《	

剣
道
》
大
汝
牟
遅
神
社
境
内
（
雨
天
時　

吹
上
浜
公
園
体
育
館
）

《
柔
道
》
吹
上
浜
公
園
体
育
館

《
弓
道
》
吹
上
浜
公
園
弓
道
場

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

吹
上
支
所
教
育
振
興
課
社
会
教
育
係

☎	

２
９
６	ｰ	

２
１
２
４

日
置
市
総
合
文
化
祭
に
つ
い
て

日
置
市
内
の
全
地
域
か
ら
、
日
本
舞
踊
・

民
謡
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
舞
台
発
表
を

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
24
日
㈰
午
後
１
時
開
演

場
所　
日
置
市
伊
集
院
文
化
会
館

主
催　
日
置
市
文
化
協
会
連
絡
協
議
会

入
場
料　
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
社
会
教
育
課
文
化
係

☎	

２
４
８	ｰ	

９
４
３
２

「
島
津
義
弘
公
没
後
４
０
０
年
祭
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
」参
加
者
募
集
に
つ
い
て

島
津
義
弘
公
顕
彰
碑
を
発
見
さ
れ
た
先

生
と
ゆ
か
り
の
地
を
歩
き
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
満
載
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
23
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
午
前

11
時
30
分
ま
で

集
合
場
所　
日
置
市
立
中
央
図
書
館

募
集
人
員　
20
人（
大
人
、親
子
同
伴
含
む
）

参
加
費　
１
人
２
０
０
円
（
保
険
料
）

※
申
込
時
に
徴
収
し
ま
す

申
込
方
法　
11
月
18
日
㈪
ま
で
に
日
置
市

立
中
央
図
書
館
へ
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
置
市
立
中
央
図
書
館

☎
・

	

２
７
３	ｰ	

６
８
８
６

ほ
の
ぼ
の
語
ろ
会
～
介
護
家
族

の
つ
ど
い
～
の
開
催
に
つ
い
て

こ
の
会
は
、
ご
家
族
を
介
護
さ
れ
て
い

る
方
や
介
護
に
関
心
の
あ
る
方
が
集
ま
っ

て
、
情
報
交
換
や
介
護
の
コ
ツ
な
ど
を
学

び
あ
う
場
で
す
。
今
回
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
と
共
に
学
習
会
を

行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳
を
お
持
ち

の
方
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
５
日
㈭

　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

場
所　
日
吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
ご
家
族
を
介
護
さ
れ
て
い
る
方

や
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

内
容　
明
日
ノ
ー
ト
の
活
用
～
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
自
分
ら
し
く
積
極
的
に
生
き
る

た
め
に
～

【
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

日
置
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎	

２
４
８	ｰ	

９
４
２
３

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間
に
つ
い
て

女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

の
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を

実
施
し
ま
す
。
相
談
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。

相
談
に
は
、
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁

護
委
員
が
応
じ
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

実
施
機
関

鹿
児
島
地
方
法
務
局

鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

実
施
期
間
　

11
月
18
日
㈪
か
ら
24
日
㈰
ま
で

実
施
時
間

《
平
日
》

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

《
土
・
日
曜
日
》

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

電
話
番
号　

鹿
児
島
地
方
法
務
局　
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎	

０
５
7
０	ｰ	

０
７
０	ｰ	

８
１
０

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎	

２
５
９	ｰ	

０
６
８
４

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
」に
つ
い
て

11
月
12
日
㈫
か
ら
25
日
㈪
ま
で
は
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す
。

県
で
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
な
ど
の
女
性

の
人
権
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
、
取
り
組

み
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、
社
会
の
意

識
啓
発
な
ど
を
図
り
ま
す
。

取
組
内
容

①
暴
力
防
止
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

鹿
児
島
中
央
駅
前　
11
月
12
日
㈫

②
法
律
相
談
「
女
性
の
た
め
の
法
律

１
１
０
番
」　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

11
月
20
日
㈬
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

☎	

２
２
１	ｰ	

６
６
３
０
（
予
約
優
先
）

③
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ミ
ナ
ー

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
東
棟
３
階

大
研
修
室

11
月
22
日
㈮
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

④
パ
ネ
ル
展
・
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
ツ
リ
ー

の
設
置　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

展
示
ロ
ビ
ー　
ほ
か

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
か

ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
男
女
共
同
参

画
推
進
課
）　

☎	

２
２
１	ｰ	

６
６
０
３

		

２
２
１	ｰ	

６
６
４
０

			p-harm
ony@

pref.kagoshim
a.lg.jp

令
和
元
年
分
事
業
者
向
け
年

末
調
整
説
明
会
に
つ
い
て

令
和
元
年
分
事
業
者
向
け
年
末
調
整
説

明
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
伊
集
院
税
務
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
21
日
㈭

《
午
前
》
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

《
午
後
》
午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所　
日
置
市
中
央
公
民
館
３
階
大
会
議
室

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

伊
集
院
税
務
署	

☎	

２
７
３	ｰ	

２
５
４
１

※
自
動
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択

取
り
壊
し
た
家
屋
の
届
出
に
つ
い
て

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
、
所
在
す
る
建
物
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、

取
り
壊
し
を
行
っ
た
年
の
翌
年
度
か
ら
課

税
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
取
り

壊
し
た
後
も
届
出
が
な
け
れ
ば
確
認
が
で

き
ず
、
引
き
続
き
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
家
屋
を
取
り
壊
し
た
際
は
必
ず

届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
登
記
さ
れ
て

い
る
家
屋
に
つ
い
て
は
法
務
局
で
滅
失
登

記
の
手
続
き
も
必
要
で
す
。

【
届
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

（
日
吉
支
所
内
）
税
務
課
固
定
資
産
税
２
係

☎	

２
９
２	ｰ	

２
０
３
３

ま
た
は
本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
１
係

も
し
く
は
各
支
所
地
域
振
興
課
市
民
税
係

「
税
を
考
え
る
週
間
」に
つ
い
て

11
月
11
日
㈪
か
ら
17
日
㈰
ま
で
は
「
税

を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国
民
生
活
に

深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
税
に
つ
い
て
、

そ
の
意
義
（
必
要
性
）
お
よ
び
役
割
（
使
途
）

を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
民
の
皆
さ
ま
の
税
に
対
す
る
理
解
を
よ
り

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
く
ら
し
を
支
え
る

税
」
で
す
。

な
お
、「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
実
施
に

合
わ
せ
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に

「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

特
設
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
国
税
庁
の
各
種
取

組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ	w

w
w
.nta.go.jp

伊
集
院
税
務
署
で
は
、「
税
を
考
え
る
週

間
」
の
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
、
各
学

校
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
税
に
関
す
る
作
品

（
習
字
・
作
文
・
標
語
・
絵
は
が
き
）
の
一

部
を
次
の
と
お
り
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

税
に
関
す
る
作
品
展

テ
ー
マ　
「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」

展
示
場
所　
ソ
レ
イ
ユ
タ
ウ
ン
伊
集
院

展
示
期
間　
11
月
８
日
㈮
か
ら
25
日
㈪
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

伊
集
院
税
務
署	

☎	

２
７
３	ｰ	

２
５
４
１

※
自
動
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択

記
帳
説
明
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

事
業
所
得
な
ど
が
あ
る
白
色
申
告
者
の

う
ち
、
新
た
に
記
帳
を
行
う
方
や
記
帳
の

仕
方
が
分
か
ら
な
い
方
の
た
め
に
、
記
帳
・

帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度
や
記
帳
の
仕
方
な

ど
を
説
明
す
る
「
記
帳
説
明
会
」
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
22
日
㈮
午
後
１
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
30
分
ま
で

場
所　
日
置
市
中
央
公
民
館　

３
階
大
会

議
室平

成
26
年
１
月
か
ら
事
業
所
得
、
不
動

産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
な
ど
を
有
す
る

白
色
申
告
者
の
方
に
対
す
る
記
帳
・
帳
簿

な
ど
の
保
存
制
度
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
所
得
申
告
の
必
要
が
な
い
方
も
保

存
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
熊
本
国
税
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
伊
集
院
税
務
署

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ	w

w
w
.nta.go.jp

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

伊
集
院
税
務
署	

☎	

２
７
３	ｰ	

２
５
４
１

※
自
動
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択
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令
和
２
年
度
の「
裁
判
員
候
補
者
」ま
た
は「
検

察
審
査
員
候
補
者
」に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
へ

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
県
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
定
さ
れ
ま

す
（
た
だ
し
、
20
歳
未
満
を
除
く
）。
選
定

さ
れ
た
候
補
者
の
方
へ
は
、
11
月
中
旬
ご

ろ
に
「
裁
判
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の

お
知
ら
せ
」
ま
た
は
「
検
察
審
査
員
候
補

者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
が
届
き

ま
す
。

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
二
つ
の
制
度

で
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

《
裁
判
員
候
補
者
に
つ
い
て
》

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部　
裁
判
員
係

☎	

２
２
２	ｰ	

７
１
５
７

《
検
察
審
査
員
候
補
者
に
つ
い
て
》

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

☎	

８
０
８	ｰ	

３
７
１
９

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期

間
に
つ
い
て

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期

間
」
で
す
。
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し

て
い
る
事
業
主
は
労
働
保
険
（
雇
用
保
険
・

労
災
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
だ
加
入
手
続
き
の
お
済
み
で

な
い
事
業
主
の
方
は
、
速
や
か
に
加
入
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
労
働
保
険
加
入
な
ど
の
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
国
の
認
可
を
受
け
た
最
寄

の
労
働
保
険
事
務
組
合
（
商
工
会
議
所
、

商
工
会
な
ど
）
に
委
託
し
、
各
種
の
手
続

き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

伊
集
院
公
共
職
業
安
定
所　
適
用
係

☎	

２
７
３	ｰ	

３
１
６
１

鹿
児
島
労
働
基
準
監
督
署　
労
災
課

☎	

２
１
４	ｰ	

９
１
７
５

日
置
市
商
工
会
※
労
働
保
険
事
務
組
合　

☎	

２
７
２	ｰ	

２
２
２
２

高
齢
者
住
宅
入
居
者
募
集
に
つ
い
て

市
で
は
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
現
に

住
宅
に
困
窮
し
自
立
し
て
生
活
し
て
い
る

方
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
高
齢
者
住

宅
（
ひ
お
き
診
療
所
近
く
）
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

入
居
資
格
者
（
次
の
条
件
を
満
た
す
方
）

⑴
市
内
に
居
住
し
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
単
身
高
齢
者

⑵
現
在
の
住
居
で
は
、
段
差
な
ど
に
よ
り

生
活
す
る
上
で
支
障
が
あ
る
方

⑶
自
立
し
て
の
生
活
が
可
能
で
あ
る
方

⑷
市
税
や
介
護
保
険
料
お
よ
び
公
的
使
用

料
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

建
物
構
造　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅

家
賃　
世
帯
の
収
入
に
よ
っ
て
算
定

定
員　
単
身
用
住
宅
２
戸

申
込
期
限　
定
員
に
達
す
る
ま
で

入
居
者
決
定
方
法　
提
出
さ
れ
た
入
居
申

込
書
か
ら
入
居
資
格
を
審
査
の
上
、
決
定

し
ま
す
。

【
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
吉
支
所
市
民
課
福
祉
係

☎	

２
９
２	ｰ	

２
１
１
３

お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
検
診
に
つ
い
て

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
平
成
30
年
度
に
75
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
た
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
を
対
象
と
し
て
、
口
腔
検
診
（
お
口
元

気
歯
ッ
ピ
ー
検
診
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
口

腔
検
診
を
受
け
て
お
口
か
ら
健
康
に
な
り

ま
し
ょ
う
。

検
診
期
間　
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮
ま
で

検
診
会
場　
県
内
の
歯
科
医
療
機
関
（
一
部

実
施
し
な
い
歯
科
医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
）

対
象
者　
昭
和
18
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和

19
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者

検
診
料　
無
料

受
診
方
法　
ご
自
身
で
歯
科
医
療
機
関
に

予
約
を
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
当
日
は
、
受
診
券
と
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
が
必
要
で
す
。
受
診
券
は
、

令
和
元
年
５
月
末
に
鹿
児
島
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
か
ら
対
象
者
へ
送
付
し

て
い
ま
す
が
、
お
手
元
に
な
い
場
合
は
次

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

業
務
課	

保
健
事
業
担
当

☎	

２
０
６	ｰ	

１
３
２
９

令
和
元
年
度
日
置
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

日
時　
11
月
22
日
㈮

　
　
　
午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時
ま
で

場
所　
日
置
市
役
所　
３
階
議
員
控
室

内
容　
日
置
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
に
つ
い
て

傍
聴
者
定
員　
10
人

そ
の
他　
会
議
開
催
時
刻
30
分
前
か
ら
傍

聴
手
続
き
を
し
ま
す
。
傍
聴
の
際
は
、
会

場
入
口
に
掲
示
し
て
あ
る
傍
聴
要
領
を
遵

守
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

本
庁
福
祉
課
子
ど
も
福
祉
係

☎	

２
４
８	ｰ	

９
４
１
６

大
人
の
図
書
館
体
験
に
つ
い
て

日
時　
12
月
１
日
㈰
午
後
１
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
30
分
ま
で

場
所　
ふ
き
あ
げ
図
書
館　

内
容　
図
書
の
受
入
れ
、
閉
架
見
学
、
調

べ
も
の
体
験
、
マ
イ
し
お
り
作
成
な
ど

募
集　
高
校
生
を
除
く
18
歳
以
上
の
方

定
員　
３
人
※
先
着
順
で
、
初
め
て
申
し

込
ま
れ
る
方
を
優
先
し
ま
す

申
込
方
法　
11
月
12
日
㈫
か
ら
26
日
㈫
ま

で
に
、
直
接
ふ
き
あ
げ
図
書
館
の
窓
口
か
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

ふ
き
あ
げ
図
書
館

☎	

２
４
５	ｰ	

１
７
１
１

日
置
市
農
業
公
社
よ
り
お
知
ら
せ

日
置
市
農
業
公
社
で
は
、
日
置
市
内
に

て
新
規
就
農
予
定
の
研
修
生
が
営
農
を
開

始
す
る
農
地
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

あ
な
た
の
農
地
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

就
農
用
地
と
な
る
要
件

①
40
か
ら
50
ア
ー
ル
く
ら
い
の
ま
と
ま
っ

た
農
地
で
あ
る
こ
と

②
給
水
（
畑
か
ん
施
設
）
や
排
水
が
確
保

で
き
る
こ
と

③
10
年
以
上
の
長
期
貸
付
が
可
能
な
こ
と

そ
の
他
に
も
就
農
用
地
と
し
て
の
要
件

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
農
業
公
社

へ
連
絡
く
だ
さ
れ
ば
、
職
員
が
現
地
へ
出

向
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

公
益
社
団
法
人
日
置
市
農
業
公
社

☎	

２
４
５	ｰ	

１
７
０
０

世
界
料
理
教
室　

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

吹
上
町
マ
レ
ー
シ
ア
交
流
実
行
委
員
会

で
は
、
市
民
と
市
内
に
居
住
す
る
外
国
人
の

方
と
各
国
の
料
理
試
食
や
ゲ
ー
ム
を
通
じ

て
、
お
互
い
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
世
界
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
30
日
㈯
午
前
10
時
か
ら
午
後

２
時
ま
で

場
所　
伊
作
地
区
公
民
館　
調
理
室

参
加
費　

１
人
５
０
０
円
（
材
料
費
込
）

※
当
日
回
収
し
ま
す

募
集
人
数　
15
人
※
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す

申
込
期
限　
11
月
25
日
㈪
午
後
５
時
ま
で

講
師　
マ
レ
ー
シ
ア
出
身
国
際
交
流
員（
Ｃ

Ｉ
Ｒ
）、
イ
ギ
リ
ス
出
身
外
国
語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

メ
ニ
ュ
ー
（
予
定
）

・	

ナ
シ
・
ル
マ	

（
マ
レ
ー
シ
ア
の
定
番
料
理
）

・	

人
参
・
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ス
ー
プ	

（
イ
ギ
リ
ス
冬
料
理
）

【
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

吹
上
支
所
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係　

☎	

２
９
６	ｰ	

２
１
１
２

「
境
界
ト
ラ
ブ
ル
休
日
無
料
相

談
所
」の
開
設
に
つ
い
て

相
談
内
容　
境
界
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談
、
筆

界
特
定
に
関
す
る
相
談

日
時　
11
月
24
日
㈰

　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

会
場　
宝
山
ホ
ー
ル　
３
階
第
５
会
議
室

（
鹿
児
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）

相
談
担
当　
土
地
家
屋
調
査
士
、
弁
護
士

お
よ
び
法
務
局
職
員

相
談
希
望
の
方
は
11
月
22
日
㈮
ま
で
に

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

相
談
内
容
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
予
約
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎	

２
１
４	ｰ	

２
９
５
８

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
・
法
律
相
談
所
開
設
に
つ
い
て

日
時　
12
月
５
日
㈭

　
　
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所　
市
中
央
公
民
館　
２
階
小
会
議
室

相
談
従
事
者

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
鹿
児
島
支
部
会
員

相
談
内
容　
不
動
産
登
記
全
般
（
権
利
関

係
）、
民
事
一
般
、
後
見
、
多
重
債
務

相
談
料　
無
料

そ
の
他　
相
談
時
間
は
１
人
当
た
り
30
分

で
す
。
事
前
予
約
の
あ
っ
た
方
を
優
先
し

ま
す
。

【
予
約
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎	

２
５
６	ｰ	

０
３
３
５

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

時
間　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

相
談
従
事
者

鹿
児
島
県
行
政
書
士
会
日
置
支
部
会
員

相
談
内
容　

相
続
、
後
見
、
公
正
証
書
、

離
婚
、
そ
の
他
生
活
相
談

相
談
料　
無
料

そ
の
他　
相
談
時
間
は
１
人
当
た
り
30
分

で
す
。
事
前
予
約
の
あ
っ
た
方
を
優
先
し

ま
す
。

【
予
約
先
】

種
子
島
行
政
書
士
事
務
所

☎	

２
７
２	ｰ	

２
４
０
５

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

行
政
書
士
岩
井
田
健
太
郎
事
務
所

☎	

０
９
０	ｰ	

２
７
１
９	ｰ	

２
１
１
９

場所 日時

日吉支所
１階相談室 11月26日（火）

市中央公民館
講座３ 12月24日（火）
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日置市立図書館ホームページ 検 索

おすすめ本紹介

おすすめ本紹介 ちょっと図書館話

図書館長の独り言

-    Ｇｏ ｔｏ Ｌｉｂｒａｒｉｅｓ    -
介護予防で元気なこころと身体づくり！

　この事業は、要介護（要支援）状態になることを予防し、可能な限り自立した日常生活を過ごせるよう
支援することを目的とした事業です。サービス内容は事業等により異なりますが、運動や脳トレ、口腔・
栄養についての指導等、介護予防に関する内容が盛りだくさんです。

日置市では、住民の皆様が住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを安心して続けることができるよう、住
民の居場所・生き場所・活かす場所つくりを目指しています。

＊メディカルフィトネスPRIME（東市来）　＊フィットネスクラブ ビクトリアハーツ（伊集院）
＊株式会社GENKI企画（伊集院・東市来・吹上）　＊寿福園（伊集院）

～介護予防・日常生活支援総合事業 日置市独自サービスについて～

日置市地域包括支援センター　伊集院町郡一丁目100番地　　☎248-9423

★サービス内容★

★サービス提供事業所★

利用者の声

□　最近、つまづいたり、ふらついたりすることが増えてきた。
□　外出するのが億劫になり、外に出る回数が減ってきた。
□　お茶や汁物でむせたり、口の渇きが気になる。
□　ここ６か月で体重が減ってやせてきた。
□　周りの人から「いつも同じことを聞く」など物忘れがあると言われる。
□　毎日の生活に充実感が無く、わけもなく疲れたような感じがする

※このような内容の「基本チェックリスト」（※25項目）で対象になるかどうか確認します。

★詳しくは、下記までお問い合わせください。

★このような方が対象です★

送迎あり！

運動
交流

おしゃべり
栄養指導

脳活性トレーニング

マシントレーニング

口腔指導

外に出ることが少なくなり気持ちが
落ちていましたが、足の筋力アップ
はもちろん、日常生活で気持ちに張
りが出てきました。

（90代　男性）

6か月間、栄養や歯の勉強があったり、みんなで
運動したりと、とても充実した内容でした。一人
暮らしで誰とも話さない日々でしたが、声をかけ
ていただき、会話が楽しくなりました。

（80代　女性）

運動に行った後は身体の調子がいいです。ウォーキングマシン
で歩けるようになり嬉しいです。死ぬまで行きたい！

（70代　女性）

ひおき

主婦の友社／刊

　一年中ずっと楽しめるビール。
ここ最近鹿児島でもいろいろな
ビールイベントが開催され、多く
の種類のクラフトビールが楽しめ
るようになってきました。
　ビールの味の深さと魅力、選び
方。楽しみ方が難しいうんちく無し
で速攻分かる入門書。
ビール好きもクラフトビールって
何？という方にも必見!の一冊です。
知らずに飲んだらもったいない!

押谷 由夫／監修　Gakken／刊

　学校の係決めから、社会問題まで、幅広い
テーマで道徳的ジレンマを、いろいろな意見

を出し合ってみんな
で考えてみませんか。
　家族や友達など、
身近な人でも自分と
同じ意見を持ってい
る人ばかりではあり
ません。違いを理解
し共感できる社会を
当たり前にできる力
を養おう。

シゲリ カツヒコ／作　ＫＡＤＯＫＡＷＡ／刊

　タロウが団地の前の講演で遊んでいた
ら、大きなパンツがおちてきた。もち主に届

けようと団地に
入ったら、住ん
でいたのはカメ
レオンにおばけ
に・・・。ヘンなと
ころに迷い込ん
じゃった！さが
し繪も楽しめる
ユーモア絵本

ジュリアン・ベール／作　シモン・バイイ／絵　くもん出版／刊

　 パパとママと遊びに出かけたトムくん 。
「ちょっとだけたん
けん」と一人で歩い
ていくと、本が１冊
落ちていることに気
づきました。トムくん
が開いてみると・・・。

「ほんのなかに、ほ
んがある。」実際のし
かけを楽しみながら、
読んでみてください。

三平洵／作 　産業編集センター／刊

　足腰が弱く、体力にも不安を抱えるシニ
ア層が安全に避
難し、命を守るた
めには日頃の備
えが必要。「災害
関連死」や「災害
直接死にも繋が
る避難行動」など
から、シニアの命
を守るために必
要な５０のポイン
トをまとめる。

　ひよし図書館では、全国読書週間に合わせて、日
吉小・中学校の児童生徒から募集した【読書ゆうび
ん】を展示しています。毎年、子どもたちの豊かな感
性が溢れた作品が400点以上並びます。今年は11月
16日（土）から展示します。ぜひご覧ください。

今月のイチ押し!!
「クラフトビール超入門」

ひよし
図書館
オススメ

!

　11月。近くに見えるイチョウの葉が、日ごとに
黄色く色づいてきました。秋が深まり、次第に冬
の訪れを感じる頃となります。ひんやりとした冷
気に包まれると、心地よい緊張感が生まれ、集中
力も高まって物事を深く考えることができます。

「あなたは火星人に人間をどのように説明します
か。」これは、ある海外の有名大学の入試問題の
一部です。変化の激しいこれからの世の中を生き
抜いていくためには、この問いの答えのように正
解のない解を自らの知識や経験などをもとに追
求して、最善解を求めていく力が必要と言われて
います。そのためには、より高次な思考力が求め
られます。それを可能にすることの一つが読書で
す。本を読みながらじっくり考えるには最適の季
節ですね。

『深まる秋・・』

図　書　館 開　館　時　間 休　館　日 電　話
中央図書館 ９：00〜19：00 毎週木曜日、11月19日（火） 273-6886

東市来図書館
９：00〜18：00

（土・日・祝日）９：00〜17：00

毎週月曜日、11月22日（金） 274-9610
ひよし図書館 毎週月曜日、12月13日（金） 292-2001

ふきあげ図書館 毎週月曜日、11月15日（金） 245-1711

イベント情報

開 館 情 報

場　　所 イベント名 日　　　時

中央図書館

むぎばたけのおはなし会 11月27日（水）、12月11日（水）15：15〜
みつばち文庫のおはなし会 11月23日（土）11：00〜
図書館友の会 11月26日（火）９：30〜
どようおはなし会 12月 ７日（土）10：30〜
ファミリーおはなし会 12月14日（土）10：30〜

東市来図書館 こけけおはなし会 12月 ７日（土）10：30〜

ひよし図書館
成人読書会 12月18日（水）10：00〜
おはなし会 12月14日（土）14：30〜

ふきあげ図書館
おはなし会（ぽけっとファンタジー） 11月23日（土）14：00〜
赤ちゃんのおはなし会 12月 ７日（土）10：30〜
おはなし会 12月14日（土）14：00〜

「生きるための
　　　『正義』を考える本」 「だれのパンツ？」

「ほんのなかの
　ほんのなかのほん」「シニアのための防災手帖」

ひよし
図書館

東市来
図書館

中央
図書館

ふきあげ
図書館
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キリトリ線✂

P O S T  C A R D

お手数ですが
63 円切手を
お貼りください

日置市役所
総務課秘書広報係

◎ご氏名

◎ご住所

◎ペンネーム

※記入がない場合、イニシャルで掲載します。

フリガナ

年齢／　　　　　歳　　　　　性別／　　男　・　女

電話（　　　　　）　　　　　－

行
（No.175／ 2019.11月号）

⇧点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

このコーナーは読者の皆さんから
の生の声をご紹介するページです。
本紙への感想、皆さんの日置市で
の出来事など、たくさんの声をお
聞かせください。
◎今月のお題

～先月のお題は『妙円寺詣り』でした～ ～日置市のこと、身近な話題などなんでもお聞かせください～

今月のお題1 フリートーク2

月日が流れるのは早いですね！今年も
残すところあと２カ月足らずとなりま
した。今年立てた目標や計画はお済み
でしょうか？みなさんの「今年中にし
たいこと」に関するエピソードをお待
ちしています。お便りを掲載させてい
ただいた方に日吉加工グループの「な
べスープ」をプレゼント。応募締切りは
11月18日(月)当日消印有効です。

「今年中にしたいこと」

※本庁、各支所に読者の声応募BOXも設置してあります。応募BOXの場合は切手もいりませんのでぜひご活用ください!!

先 日“ローズベリー・レッド”という品種の苺の苗を買い
ました。八重咲きのバラのような花が咲き、たくさん

の苺が実るそうなので、とても楽しみです。苺の花言葉“幸福
な家族”にあやかって、この四季咲く苺を大切に育てていこ
うと思います。

（名花　伊集院町　20代女性)

妙 円寺詣りを毎年、楽しみにしてます。太鼓踊りを見る
のが大好きです。元気をもらいます。友達と毎年歩き

ます。途中でお茶をもらって飲んで、漬け物やふくれ菓子を
食べて幸せな気分になります。まさに伊集院の誇るべき「お.
も.て.な.し」だと思います。気候も一番さわやかな時期。今年
も晴れると良いですね。

（太鼓踊り大好き　伊集院町　70代女性）

　伊集院の通り沿いの自治会の皆さまによる「おもてな
し」は本当に心を温かくしてくれます。ずっと昔から変
わらない伊集院のおもてなしを楽しみに、毎年歩いて来
てくださる方も多いと聞きます。歩いて疲労した体に、
お茶や心遣いなどが染み渡りますよね。このまちをあげ
ての「おもてなし」あっての妙円寺詣りなのかもしれま
せんね。

　私も花が好きで、春は梅や桜、夏は朝顔やひまわり、
秋はコスモスやビオラ、冬はアネモネやマーガレットな
どが好きです。見るのは好きなのですが、育てるのは大
の苦手で、きれいな花を庭先に咲かしている家があると、
ついついどんな人がどういったふうに育てているんだろ
うと想像をしながら通り過ぎます。きれいな花が咲きま
すように！そして沢山の苺が実ると良いですね。

妙 円寺詣り行事大会で私の長男は3,000人の選手の代
表として選手宣誓をしました。長男はとても力強い声

で境内に響き渡っていました。長男は剣道競技に出場し見
事、優勝を手にしました。今年も熱い戦いが繰り広げますよ
う楽しみにしています。

（Ｙ．Ｗ　吹上町　60代女性)

　数年前まで行事大会の総合開会式が境内で行われてま
したよね！行事大会のピリッとした雰囲気の中で厳かに
行われた開会式の後に、気合の入った声を響かせながら、
土の上を裸足で試合をしている剣道選手は、鬼気迫る感
じで妙円寺詣りを盛り上げてくださっていました。現在、
行事大会については弓道競技、相撲競技のみ境内で行っ
ております。今年も各競技、感動する場面がいくつもあ
りました。ずっと続いていって欲しいですね。

めて妙円寺詣りの音を聞いた時は、何の騒動かととて
も驚きました。今では見られませんが、太鼓を鳴らし

唄いながら歩いてお詣りされるところでした。武者行列など
目にも楽しませて下さいますが妙円寺詣りのメロディにな
ぜか心惹かれます。

（ヤマセミ　東市来町　60代女性)

　今でも、伊集院の小学生などで構成する青葉隊と町中央
の自治会育成会が、妙円寺詣り約10日前から、夕方に妙円
寺詣りの歌い、太鼓を叩きながら大通りを歩いています
よ。しっかりと伝統を引き継ぎながら楽しんで歩く姿が頼
もしいです。妙円寺詣りの歌に私も心惹かれます。私が幼
い頃、子守唄は妙円寺詣りの歌で、私が泣くと父が22番ま
で歌いながらあやしてくれていたそうです。伊集院出身者
ではそんな家庭も少なくないのではないでしょうか。私も
最近、うちの子をあやすときに歌っています。伝統ですね。
（笑）

始

読者の声
～日置市お便り板～

掲示板

8 9 9 2 5 9 2

お便りありがとうございます！

お
子
さ
ん
の
写
真
を
大
募
集

子
ど
も
は
世
の
宝
！
広
報
ひ
お
き
で
は
応
募
し

て
く
だ
さ
っ
た
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
の
写
真

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
掲
載
し
ま
す
。
記
念

に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
し
で
す
。
左
記
の
応

募
情
報
を
メ
ー
ル
か
郵
送
に
よ
り
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
ま
ち
し
て
ま
す
。

◆
応
募
要
件

　
日
置
市
内
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん

◆
応
募
内
容

　
①
お
子
さ
ん
の
氏
名
（
読
み
方
）・
生
年
月
日

　
②
保
護
者
の
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先

　
③
お
子
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
１
２
０
字

　
　
以
内
）

　
④
最
高
の
笑
顔
の
写
真
♥

◆
応
募
先

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

  kouho@
city.hioki.lg.jp

・
郵
送
先

　
〒
８
９
９－

２
５
９
２

　
日
置
市
伊
集
院
町
郡
一
丁
目
１
０
０
番
地

　
日
置
市
役
所
　
総
務
課
秘
書
広
報
係

※

応
募
い
た
だ
い
た
写
真
は
原
則
と
し
て
返
送

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

応募フォーム

ひ
お
き
の
宝

父 正和　母 友愛

永野 杏光ちゃん
（３カ月）

ながの いちは

予
定
日
よ
り
10
日
早
く
出
て
き
た
い
っ
ち
ゃ
ん
。

産
ま
れ
た
時
は
、
２
９
２
６
ｇ
だ
っ
た
の
に
今
で
は

５
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
す

く
す
く
元
気
に
育
っ
て
ね
。
い
っ
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
が

大
好
き
で
す
！

外
薗
潤
平
さ
ん
（
伊
集
院
町
出
身
）

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０

セ
ー
リ
ン
グ
男
子
４
７
０
級
代
表
に
内
定

外
薗
潤
平
さ
ん
（
伊
集
院
町
出
身
）

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０

セ
ー
リ
ン
グ
男
子
４
７
０
級
代
表
に
内
定

　
９
月
27
日
、
来
年
行
わ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
セ
ー
リ
ン
グ
男

子
４
７
０
級
代
表
に
内
定
し
た
伊
集
院
出
身
の
外
薗
潤
平
さ
ん
が
日
置

市
役
所
を
訪
れ
、
宮
路
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
外
薗
さ
ん
は
、
平
成
３
年
生
ま
れ
の
28
歳
、
中
学
１
年
生
ま
で
伊
集

院
で
育
ち
ま
し
た
。
鹿
児
島
商
業
高
校
か
ら
福
岡
の
日
本
経
済
大
学
を

経
て
、
現
在
は
Ｊ
Ｒ
九
州
に
所
属
。
入
社
し
て
３
年
は
電
車
の
車
掌
な

ど
の
仕
事
の
傍
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
平
成
27
年

末
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
選
考
レ
ー
ス
に
合
格
し
た
こ
と
に
よ
り
環

境
は
一
変
。
職
場
の
協
力
も
あ
り
会
社
業
務
は
行
わ
ず
競
技
に
専
念
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
考
レ
ー
ス
は
今
年
３
月
末
か
ら
全
３
戦

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
試
合
の
順
位
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
得
点
の
合

計
で
争
わ
れ
ま
し
た
。
２
人
乗
り
４
７
０
級
に
お
い
て
セ
ー
ル
（
帆
）

を
操
り
な
が
ら
船
の
傾
き
を
調
整
す
る
「
ク
ル
ー
」
の
役
割
を
務
め
、

福
岡
出
身
の
岡
田
選
手
と
の
ペ
ア
で
、
選
考
レ
ー
ス
を
戦
っ
て
き
ま
し

た
。
３
戦
の
合
計
得
点
で
他
の
チ
ー
ム
を
上
回
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代

表
内
定
を
勝
ち
取
り
、
鹿
児
島
県
勢
と
し
て
は
第
１
号
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
内
定
者
と
な
り
ま
し
た
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
、
残
す
と
こ
ろ
10
カ
月
弱
。
今
後
の
抱
負

と
し
て
「
１
日
１
日
、
妥

協
せ
ず
に
努
力
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。
来
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

▲健闘を誓い、市長と握手を
　交わしました。

▲左：帆を操る外薗さん
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※

享
年
は
満
年
齢
で
す
。

編

集

た

い

お
め
で
た

む

市
民
の
窓
は
希
望
し
た
方
の
み

掲
載
し
て
い
ま
す
。

ハ

① 話題の内容に○をお願いします。　　　　１.今月のお題　　　　　２.フリートーク

③ アンケート：好きな記事を２つ○でお選びください。

プレゼント応募締切：令和元年11月18日(月)※当日消印有効
キリトリ線

１．特集　２．まちの話題　３．行政インフォメーション　４．うたごよみ
５．健幸情報ひおき　６．Life　７．図書館へようこそ！　８．市民の窓　９．編集たいむ

② ①で選択した内容をお書きください。フリートークでは、広報紙を読んだ感想、今後取り上げて
ほしい記事から皆さんの周りであった身近な出来事や話題まで、何でも好きなことをお書きください。

R
e
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d
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r

s
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o
i

c
e

皆さんの声
待っています。
読者の皆さんの生の声をお
届けする掲示板です。

「今月のお題」から「フリー
トーク」まで、皆さんの生
の声を何でもお待ちしてい
ます。
※個人情報の取り扱い
 ・ご記入いただいた個人情報は、お便

りのご紹介、プレゼントの発送以外
の目的では使用しません。

※文書の添削
 ・掲載する文書は、添削させていただ

く場合がありますので、あらかじめ
ご了承ください。

✂

「武者が現代へ」 ◎市の人口（住民基本台帳）

◎地域別人口

総人口／
男　性／
女　性／
世帯数／

48,288人（－16）
22,879人（＋2）
25,409人（－18）
22,675世帯（－2）

11,197人
24,974人
4,635人
7,482人

今月の
表紙

鹿児島県日置市

市　章

市の面積　253.01㎢

東市来地域
伊集院地域
日 吉 地 域
吹 上 地 域

Readers' voice

◎広報紙に広告を載せませんか？
市民の方への企業紹介と市の財源確保や企業の発展に貢献
するために広報紙有料広告を行っています（最終頁参照）。
希望の企業は、下記の広告代理店までご連絡ください。

過去の広報紙を右のＱＲコードからご覧に
なることができます。携帯でチェック!!

◎広報紙に関するお問い合わせ先 過去の広報紙のＱＲコード設置!!
日置市役所 総務課 秘書広報係 日置市伊集院町郡一丁目100番地
☎099（248）9401　FAX：099（273）3063

■平成31年度 日置市有料広告代理店
渕上印刷株式会社 ☎099（268）1002

10月１日現在（前月比）

◎広報紙を定期購読しませんか？
市外在住の方を対象に、定期購読をお勧
めしています。（年間購読料2,000円）

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。総務課秘書広報係までご連絡ください(TEL 248-9401)。

今月の
プレゼント!

妙円寺詣りの奉納行事として、今年も
伊集院町妙円寺詣り武者行列保存会
が向江町公民館から徳重神社まで歩い
て参拝しました。写真は出発時の様子。
歩く武者たちの、口を真一文字に、た
だ前を見て堂 と々歩く様子は真剣そのも
の。今も昔と変わらない伝統が引き継
がれています。
（10月27日　伊集院町下谷口）

日吉加工グループでは、農事組合法人キタカタの生産した大豆・吹上浜沖合の海水
から精製された渚のあま塩・江口漁協産の天日干しいりこを使った手作りなべスー
プを市内直売所で販売しています。醤油は本醤油（生醤油）を使用し、化学調味料、
保存料未使用 !! 安心安全な地元素材にこだわった「豆乳」「味噌」「塩」「醤油」の４
つの味わいで発売中です。パッケージには伊集院高校書道部の作品を使用。「日置
プレミアム」にも認定された日置市産たっぷりのなべスープをご賞味ください。

 日置市産たっぷりの

商品お問い合わせ先：日吉加工グループ ☎292-4252（水・土・日の午前中）
　　　　　　　　　　　　　　城の下物産館 ☎292-5890　吉利物産店 ☎292-5256

をプレゼントします !!

県知事賞を受賞!!
（平成 24 年度鹿児島県漁業振興大会水産物品評会）

※当選者には４種のうち２種を郵送いたします。

「なべスープ」

伊
集
院
地
域

（
出
生
児
） 

（
保
護
者
） 

（
自
治
会
）

小
瀨
戸　
菫す
み
れ　
悠
悟	

中
福
良

桑
木　
倖さ
ち
か花　
貴
之	

上
之
馬
場

久
保　
　
葵あ
お
い　
宏
輝	

猪
鹿
倉

東　
　
蓮れ
ん
と飛　
祐
也	

古
城

上
ノ
園　
昊そ
ら　
義
久	

徳
重
東

北
山　
瑞み
づ
き桔　
琢
磨	

妙
円
寺
５
区

上
床
未み

き

と
来
人　
憲
秋	

古
城

梶
原　
み
く　
深
一
朗	

平
古

久
保　
陽ひ
ま
り葵　
博
隆	

中
福
良

濱
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樹い
つ
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慎
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麓
東

𠩤
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お煌　
欣
憲	

中
央
通

久
木
原
瑛え
い
と太　
太
稚	

麦
生
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髙
橋　
　
凪な
ぎ　
寛	

猪
鹿
倉

豊
冨
く
る
み　
洋
年	

妙
円
寺
９
区

木
山　
湊そ
う
だ
い大　
由
乃	

つ
つ
じ
ヶ
丘
２・３
区

伊
集
院
地
域

（
故
人
） 

（
享
年
） （
自
治
会
）

桃
北　
　
哲　
80	

下
神
殿
２
区

小
松　
立
身　
92	

猪
鹿
倉

柿
内
チ
ヱ
ノ　
94	

下
土
橋

奥　
ナ
ル
子　
84	

下
神
殿
１
区

東
市
来
地
域

（
故
人
） 

（
享
年
） （
自
治
会
）

濵
田　
　
勉　
75	

杉
之
迫

馬
場
口
正
秋　
70	

元
養
母

西
峯　
誠
一　
83	

下
養
母

鍛
治
屋
ト
ミ
ヱ　
92	

大
平

軸
屋
渡
洋
勝　
80	

美
山

宇
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信
雄　
86	

駅
前

萩
原　
兼
正　
91	

麓
下

郷
田　
芳
子　
96	

麓
下

立
和
名
マ
ル　
99	

高
山

上
園　
凌り
ょ
う央　
祐
基	

猪
鹿
倉

藤
山　
仁じ
ん
た太　
淳	

妙
円
寺
３
区

水
流　
妃ひ
は
る美　
久
敏	

瀬
戸
内

中
村　
琉る

き煌　
祐
輝	

郡
下

藏
滿　
歩あ

こ虹　
大
歩	

天
神
馬
場

東
市
来
地
域

（
出
生
児
） 

（
保
護
者
） 

（
自
治
会
）

尾
﨑　
勇ゆ
う
す
け介　
拓
矢	

駅
前

若
元　
天て
ん
し
ん心　
正
太	

杉
之
迫

古
川　
　
鈴す
ず　
貢	

上
伊
作
田

大
久
保
一い
ち
か楓　
淳
平	

麓
下

紙
屋　
昇し
ょ
う
き祈　
晃	

中
央

紙
屋　
星せ
い
な那　
晃	

中
央

髙
﨑　
花か
な
で奏　
慎
也	

堀
内

豊
辻　
　
楓か
え
で　
直
之	

中
伊
作
田

三
明　
史ふ
み
た
か岳　
広
和	

杉
之
迫

日
吉
地
域

出
生
児
） 

（
保
護
者
） 

（
自
治
会
）

内
田　
乃の

あ蒼　
純
二	

日
置
麓

吹
上
地
域

（
出
生
児
） 

（
保
護
者
） 

（
自
治
会
）

櫻
井　
陽は
る
き規　
義
大	

西
本
町

中
尾　
　
尊た
け
る　
裕
作	

今
田

吉
峯　
弐じ
ろ
う朗　
英
治	

西
本
町

日
吉
地
域

（
故
人
） 

（
享
年
） （
自
治
会
）

堀　
　
政
男　
91	

諏
訪

満
尾
ア
ツ
子　
95	

中
区

鎌
田　
幸
次　
82	

毘
沙
門

吹
上
地
域

（
故
人
） 

（
享
年
） （
自
治
会
）

西　
ハ
ル
エ　
88	

西
本
町

松
元
フ
ミ
子　
85	

花
熟
里

畦
地
ミ
チ
子　
96	

西
宮
内

有
馬　
靜
夫　
83	

永
吉
中
央

下
園　
忠
男　
74	

中
和
田

野
元　
秀
文　
90	

野
首

和
田
ヒ
サ
ミ　
92	

永
吉
中
央

久
保　
ナ
ミ　
95	

湯
之
元

田
實　
十
一　
75	

西
宮
内

◆
11
月
と
な
り
、今
年
も
残
す
と
こ
ろ
２
カ

月
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
広
報
ひ
お
き
11
月

号
の
発
行
日
11
月
８
日
は「
立
冬
」。い
よ
い

よ
冬
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん

冬
支
度
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。◆
今
月
号

で
は「
関
係
人
口
」に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。

日
置
市
内
で
は
年
間
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、市
外
か
ら
も
多
く

の
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。10
月
中
は
吹

上
秋
祭
り
で
３
千
５
０
０
人
、ひ
お
き
秋

ま
つ
り
花
火
大
会
は
５
千
人
、妙
円
寺
詣

り
は
６
万
人
、そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
を
含
め

多
く
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。◆
そ
の
な

か
で
、１
万
３
千
人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
第

２
回
オ
リ
バ
ー
ラ
ン
ド
の
宣
伝
方
法
は
他

の
イ
ベ
ン
ト
と
異
な
り
、そ
の
ほ
と
ん
ど
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
も
の
で
し
た
。Ｓ
Ｎ
Ｓ

は
自
分
が
注
目
す
る
店
や
イ
ベ
ン
ト
、項
目

を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
だ
け
で
、日
々
そ
れ
に
関

す
る
新
し
い
情
報
が
手
に
入
り
ま
す
。オ
リ

バ
ー
ラ
ン
ド
に
参
加
し
た
店
の
中
に
は
、フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
る
人
が
１
万
人
を
超
え
る
店
も

あ
り
ま
す
。そ
の
店
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
を
発

信
す
る
だ
け
で
１
万
人
に
そ
れ
が
伝
わ
る
と

い
う
仕
組
み
で
す
。◆
日
置
市
に
来
て
も
ら

う
た
め
に
は
、ま
ず
知
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。広
報
内
容
の
充
実
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、さ
ま
ざ
ま
な
人
に
合
わ
せ
た

発
信
方
法
を
探
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。ウ
ォ

ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
は「
好
奇
心
は
い
つ
だ
っ

て
新
し
い
道
を
教
え
て
く
れ
る
」と
言
い
ま

し
た
。ど
ん
な
方
が
ど
ん
な
気
持
ち
で
新
し

い
情
報
を
待
っ
て
い
る
か
。好
奇
心
を
持
っ
て

探
っ
て
い
こ
う
と
感
じ
た
10
月
で
し
た
。

９
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

９
月
受
付
分（
敬
称
略
）
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東市来町 湯之元にオープンしました！
広々とした駐車場で女性も安心です

患者さま一人ひとりにあった治療を提案させていただきます

急上昇するマイナンバーカードの価値


